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１．研究計画の概要 
 本研究は，インターネット技術，ワイヤレ
ス技術，モバイル技術を用い，“いつでもど
こでも利用できるインタラクティブな学習”
環境，即ちユビキタス学習環境を創生するこ
とにある。即ち、言語メディア・音声メディ
ア・画像メディアを含む知能メディア技術を
背景に，いつでもどこでも何の言語でも日常
的な学習を支援する多言語ユビキタス学習
環境を創生することを目的とする。 
 本研究の具体的な研究内容を以下に示す。 
（１）研究代表者が提案したスーパー関数を
用い，ユビキタス学習環境に最適な機械翻訳
エンジンを開発し，音声・言語を融合した効
率的な学習手段を開発する。 
（２）エージェント技術，個人適応技術，音
声認識技術，言語知識獲得などの先端情報処
理技術を用いて，u-学習の特徴を最大限に活
かした教育・学習支援システムの構築技術を
開発する。 
（３）外国人向けの日本語教育と日本人向け
の外国語学習，さらにはＩＴ教育などで日常
的な学習ができる方法を研究する。 
（４）学習の感情を考慮し、言葉遣い及び顔
表情からの感情認知手法を開発する。 
（５）知能メディア技術を活用し，u-学習環
境を創生すると同時に，本研究機関内におい
てはキャンパス学習モデルシステムを実現
する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）スーパー関数を用いた，機械翻訳技術
のうち，慣用表現にかかわる翻訳技術を用い，
日本語，英語，中国語間の語学学習環境を構
築した。開発した多言語環境において、言語

の文字入力が問題なかったし、プログラム中、
多言語インタフェースでは一部表示できな
い問題を解決した。 
（２）人間の指導者が行う教育と同等の環境
を学習者に提供するため，u-学習の端末を通
じて，指導者が学習者の手助けをできる環境
を構築し，学習者と指導者の学習の様子を記
録しデータベース化方法を開発した。 
（３）スーパー関数を用いた要約技術を利用
し，学習者用コンテンツの構造化を行うとと
もに，それらを利用したＱ＆Ａシステムの核
心アルゴリズムを開発した。特に、料理問題
を例として、プロトタイプシステムを構築し、
その有効性を確かめることができた。 
（４）若者言葉などに代表される造語や新語
は形態素解析ツールでも即座に対応できな
いため、機械的に感情表現辞書に登録するこ
とが難しい。Ｗｅｂ掲示板やチャット、電子
メールなどのような若者が頻繁に利用する
コミュニケーションツール及びユビキタス
学習環境では、造語や新語による感情表現が
ごく当たり前のように使用される。我々は、
若者言葉に着目した感情表現辞書の自動拡
張手法を研究し、若者言葉コーパスを構築し
た。 
（５）人の感情状態をモデル化するとともに、
テキスト入力、音声入力、顔表情から学習者
の感情状態を推定する研究を行い、特に言語
使いに基づく感情認識、及び顔表情からの感
情認識の要素技術を開発した。上記入力以外
に，感性スペクトル装置を利用し脳波を同時
に測定することで，脳波をリファレンス信号
とする推定モデルの検討を行った。この成果
の一部をロボットに一部組み込んだ。大学キ
ャンパス案内を例として、実装を行い、様々
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なテストを行ったが、良い評価をもらった。 
 
３．現在までの達成度 
（１）当初の計画以上に進展している。 
 本研究はスーパー関数を活用した知能メ
ディア技術に基づくユビキタス学習環境の
創生を目標とする。u-学習環境のハードウェ
ア構築は，本学工学部及び国際連携教育セン
ターの協力の下で昨年度に完成し，リソース
サーバに関しては大学内のプロジェクトお
いて，本学部教務委員会・ＦＤ委員会・学生
委員会・事務部の協力を得て，構築が行われ
た。主要なソフトも開発され，一部は工学部
キャンパスにおいて実用化された。学生に対
しては携帯電話を使ったサービスが展開さ
れ，また講義棟と情報工学科棟の玄関に大型
液晶ディスプレイを設置し，スライドショー
やビデオによる教材コンテンツ配信を行っ
ている。 
 この期間，２回の国際シンポジウムを開催
し，研究代表者が委員長を務めたIEEE NLP-KE
国際会議の特別セッションに一部研究成果
を公開した。IEEE や MCAI などにおいて優秀
論文賞を 5件受賞した。 
 特に、人間の感情の認知について、大規模
なデータ（言語コーパス、顔表情コーパス、
音声コーパス）が必要であるし、感情認知の
アルゴリズムも大きな困難があるので、当初、
計画しなかったが、ここ２年間、感情認知の
研究をも実施し、その成果の一部をロボット
に組み込んで、よい評価をもらった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究での大規模な実証実験を通じ，効率
的な学習環境は，学習者の感情状態の推定，
そして仮想空間にいる教師の感情創生能力
に強く依存することがわかった。研究代表者
らがこれまでに開発してきた感情を持つ学
内案内ロボットは，感情認識と感情表出が可
能であるが，人と同等の感情創生能力を持た
ないため，ユーザ入力に対する回答パターン
をすべて事前に登録しておくことによる，決
まった感情表出しかできないという問題が
ある。さらに，このロボットは顔表情による
感情表現ができないため，これを可能にする
人型ロボットを新たに準備する必要がある。 
 今後の研究方針として、以下の諸点を上げ
る。 
（１）研究代表者が提案した「心的状態遷移
ネットワーク」も基づいてロボットの心を創
造する。 
（２）マルチモーダルな感情理解，ロボット
自身の感情の創生，適切な感情表出の各要素
技術を開発する。 
（３）上記で開発した技術を購入予定の人型
ロボットに実装し、評価を行う。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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